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目
加
田
誠
博
士
（
一
九
〇
四
～
九
四
︑
以
下
敬
称
略
（
は
︑
北
京
留
学
（
一
九
三
三
年
十
月
～
三
五
年
三
月
（
か
ら
帰
国
後
︑
第
二

次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
間
に
二
度
中
国
大
陸
を
旅
し
た
︒
時
期
は
一
九
三
六
年
十
～
十
二
月
︑
四
二
年
十
一
～
十
二
月
で
︑
い
ず
れ

も
旅
行
時
の
日
記
ノ
ー
ト
が
︑
福
岡
県
の
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
た
び
︑
目
加
田
家
ご
遺
族
及
び
同
館

の
ご
好
意
に
よ
り
︑
翻
字
に
よ
る
公
開
が
許
さ
れ
た
︒
こ
こ
に
深
謝
い
た
し
ま
す
︒

一
九
三
六
年
分
は
︑
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
で
︑
表
紙
や
裏
表
紙
等
に
題
記
や
署
名
な
ど
は
な
い
（
中
に
原
稿
用
箋
五
枚
を
挟
む
（︒
年
次

に
関
す
る
記
載
は
日
記
本
文
中
に
も
な
い
が
︑
記
述
内
容
（
行
程
︑
面
会
者
等
（
に
基
づ
き
︑
筆
者
が
推
定
し
た
︒
な
お
標
題
は
︑
今

般
筆
者
が
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
︒

一
九
四
二
年
の
日
記
は
︑
大
学
ノ
ー
ト
二
冊
で
︑
表
紙
に
『
支
那
旅
行
日
誌
／
昭
和
十
七
年
秋
／
中
支
／
目
加
田
誠
』︑『
支
那
旅
行

日
誌
／
北
支
／
昭
和
十
七
年
十
一
月
』
と
記
す
︒
戦
時
下
に
あ
っ
た
中
国
の
実
情
が
率
直
に
︑
時
と
し
て
感
傷
的
に
綴
ら
れ
て
い
る
︒

翻
字
に
あ
た
り
︑
体
例
は
︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
編
『
北
平
日
記
』（
中
国
書
店
︑
二
〇
一
九
年
（
に
倣
う
︒
漢
字
は
現
在
の
常
用

漢
字
体
に
改
め
た
︒
仮
名
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
︒
ま
た
︑
句
読
点
記
号
や
書
名
の
『
』
記
号
な
ど
は
適
宜
筆
者
が
補
っ
た
︒

『
北
平
日
記
』
に
注
釈
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
を
記
載
し
︑
注
釈
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
適
宜
補
う
︒
注
釈
文
中
︑
目
加
田
誠
博
士
を

「
筆
者
」
と
称
す
る
︒
人
名
の
「
澤
」「
瀧
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
し
︑
満
洲
は
一
部
の
引
用
な
ど
を
除
き
「
満
洲
」
に
統
一
し
た
︒

一
九
三
六
年
の
記
録
は
︑
十
月
二
十
七
日
博
多
駅
出
発
か
ら
︑
十
二
月
二
十
四
日
大
連
出
港
ま
で
二
十
八
日
間
で
あ
る
︒
実
際
の
旅

行
期
間
は
︑
大
連
―
下
関
間
の
三
日
を
加
え
︑
満
一
个
月
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
ち
な
み
に
︑
外
務
省
外
交
史
料
館
の
申
請
記
録
に

稲

森

雅

子

目
加
田
誠『
北
京
旅
行
日
記（
一
九
三
六
年
）』翻
刻
注（
一
）
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よ
れ
ば
︑
当
初
は
八
月
中
旬
よ
り
約
三
週
間
の
予
定
で
あ
っ
た（

１
）︒
目
加
田
は
後
年
「
論
文
集
の
あ
と
に
」（『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第
四

巻
︑
龍
渓
書
舎
︑
一
九
八
五
年
（
の
中
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
（
五
一
八
～
五
一
九
頁
（︒

 
 

九
州
に
ひ
と
り
来
て
い
る
と
あ
ま
り
の
寂
寞
に
堪
え
な
い
の
で
︑
適
当
に
理
由
を
つ
く
っ
て
翌
年
再
び
北
京
に
出
掛
け
た
︒
こ
の

時
は
そ
の
頃
の
満
州
（
今
の
中
国
東
北
地
方
（
新
京
（
現
在
の
長
春
（
に
行
き
︑
親
し
い
友
達
を
訪
ね
︑
ま
た
羅
振
玉
氏
を
訪
問

し
︑
氏
の
旅
順
の
邸
に
所
蔵
の
楚
の
国
か
ら
発
掘
さ
れ
た
銅
器
を
見
せ
て
も
ら
う
事
の
了
解
を
得
た
︙
︙
長
春
を
出
て
奉
天
（
現

在
の
瀋
陽
（︑
大
連
︑
旅
順
︑
錦
州
︑
朝
陽
︑
承
徳
を
ま
わ
り
︑
承
徳
で
熱
河
の
離
宮
や
ラ
マ
廟
を
見
て
二
晩
泊
り
︑
翌
朝
早
く
バ

ス
に
乗
り
︑
ひ
る
頃
古
北
口
を
過
ぎ
︑
夕
刻
北
京
に
入
っ
た
︒
北
京
の
城
壁
が
暗
が
り
の
中
で
聳
え
て
い
る
の
を
再
び
見
て
︑
私

は
胸
を
お
ど
ら
せ
た
︒
北
京
で
は
︑
ま
た
銭
稲
孫
さ
ん
の
お
宅
に
厄
介
に
な
っ
た
︙
︙
こ
の
旅
の
帰
り
は
天
津
か
ら
船
で
大
連
に

渡
り
︑
大
連
で
は
柴
田
天
馬
さ
ん
に
お
会
い
し
︑
船
で
門
司
に
帰
っ
て
き
た
︒

本
稿
は
︑
福
岡
出
発
（
十
月
二
十
七
日
（
か
ら
新
京
到
着
ま
で
（
十
一
月
一
日
（
の
記
録
と
注
釈
で
あ
る
︒

『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』（
出
発
〜
奉
天
）

十
月
二
十
七
日

 
 

午
後
七
時
三
十
五
分
　
博
多
を
出
づ
︒
駅
頭
︑
小
牧
夫
人
︑
渡
辺
︑
中
山
︑
山
内
︑
西
本
︑
久
米
︑
尾
形
︑
近
藤
︑
沢
本
︑
阿
部
︑

原
義
国
︑
原
寅
次
郎
諸
氏
の
見
送
り
あ
り（

２
）︒
同
夜
十
時
半
︑
関
釜
連
絡
船（
３
）に
の
る
︒
夜
半
︑
船
動
揺
せ
し
が
如
き
も
︑
寝
台
に
入

り
し
た
め
︑
殆
ど
覚
え
ず
︒

十
月
二
十
八
日

 
 

早
朝
︑
釜
山
に
つ
く
︒
午
前
七
時
半
︑
奉
天
行
急
行
「
の
ぞ
み
」
に
乗
る（

４
）︒
車
中
寒
さ
を
感
ず
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号
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車
窓
に
見
ゆ
る
朝
鮮
の
山
々
︑
美
し
く
紅
葉
し
て
︑
澄
み
切
っ
た
る
蒼
空
に
映
え
て
心
楽
し
︒
同
日
午
後
三
時
︑
京
城
に
つ
く
︒

辛
島
・
本
多
氏（
５
）出
迎
へ
ら
る
︒
直
ち
に
辛
島
氏
宅
に
至
り
入
浴
︑
三
人
に
て
藤
塚
教
授（
６
）を
訪
ふ
︒
康
熙
刊
本
『
顔
李
遺
書
』︑
其
他

李
慈
銘
の
蔵
書
印
あ
る
も
の
等
数
点
閲
覧（
７
）︒

因
み
に
漢
学
者
の
著
書
に
記
せ
る
○
○
学
の
学
字
の
義
を
尋
ね
し
に
︑
藤
塚
教
授
は

故
星
野
氏（
８
）の

説
を
用
ひ
︑
矢
張
り
謙
遜
の
意
也
と
せ
ら
る
︒
宇
野
博
士（
９
）の

説
と
同
じ
か
ら
ず
︒

 
 

同
夜
︑
歓
迎
会
を
催
さ
る
︒
藤
塚
︑
田
中
豊
蔵（

（1
（

︑
辛
島
︑
本
多
諸
氏
︒
尚
︑
近
日
北
平
に
旅
行
せ
ん
と
す
る
森
谷
氏（

（1
（

も
会
せ
ら
る
︒

其
後
︑
京
城
の
本
屋
を
素
見
せ
し
も
何
も
な
し
︒
只
︑
朝
鮮
本
数
点
を
見
し
の
み
︒
此
夜
︑
辛
島
氏
家
に
泊
る
︒
辛
島
氏
と
文
学

を
論
じ
て
午
前
五
時
に
及
ぶ
︒
文
学
を
所
謂
血
の
に
じ
む
が
如
き
も
の
也
と
す
る
氏
の
考
へ
に
は
完
全
に
一
致
す
る
も
︑
予
は
氏

の
学
が
已
に
文
学
を
超
え
て
政
治
問
題
に
深
入
り
し
︑
政
治
問
題
の
記
録
を
以
て
の
み
生
き
た
る
文
学
と
な
す
が
如
き
に
賛
成
せ

ざ
る
也
︒
論
じ
尽
さ
ざ
る
所
多
き
も
遂
に
疲
れ
て
眠
る
︒

十
月
二
十
九
日

 
 

午
前
中
︑
辛
島
氏
と
本
多
君
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
︑
共
に
秘
苑（

（1
（

に
至
り
︑
つ
い
で
大
学（

（1
（

の
図
書
館
に
入
り
︑
奎
章
閣（

（1
（

よ
り
移
せ
る

書
物
等
を
見
る
︒
大
学
の
研
究
室
に
て
小
憩
︒
一
旦
辛
島
氏
家
に
帰
り
︑
荷
物
を
持
ち
て
駅
に
向
ふ
︒
三
時
の
「
の
ぞ
み
」
に
て

出
立
︒
藤
塚
教
授
︑
辛
島
　
本
多
両
氏
見
送
り
︒

 
 

車
中
退
屈
し
て
眠
る
︒
時
々
窓
外
を
見
れ
ば
︑
単
調
な
る
風
景
也
︒
夕
陽
没
す
る
頃
︑
山
々
に
煙
か
ゝ
り
て
鮮
人
部
落
寂
し
く
白

衣
の
人
散
見
す
︒

 
 

安
東（

（1
（

に
て
税
関
検
閲
︒
何
事
も
な
け
れ
ど
う
る
さ
き
も
の
︒
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
で
て
︑
写
真
の
証
明
を
し
て
貰
ふ
︒
月
夜
︑

安
東
の
街
静
か
に
眠
る
︒
鴨
緑
江（

（1
（

を
見
ざ
り
し
は
惜
し
︒
寝
台
に
入
り
漸
く
眠
り
︑
目
覚
む
れ
ば
已
に
奉
天
に
近
し
︒
広
漠
た
る

満
洲
の
野
に
朝
日
の
ぼ
り
て
赤
く
染
め
︑
畑
に
黒
豚
の
走
る
を
見
る
︒

十
月
三
十
日

 
 

午
前
七
時
奉
天
着
︒
思
ひ
か
け
ず
新
京（

（1
（

の
山
本
守
君（

（1
（

出
迎
へ
ら
れ
た
り
︒
君
は
奉
天
に
所
用
も
あ
り
て
こ
ゝ
ま
で
来
て
︑
滞
在
中

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
）
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行
動
を
共
に
せ
ん
と
云
ふ
︒
助
か
り
た
る
気
持
也
︒
駅
を
出
で
︑
自
働
車
を
雇
ひ
青
葉
町
の
中
山
氏
を
訪
ふ
︒
漸
く
探
し
あ
て
ゝ

休
憩
︒
朝
飯
を
す
ま
せ
︑
先
づ
国
立
博
物
館（

（1
（

を
見
る
︒
博
物
館
に
は
︑
今
支
那
刻
絲（

（2
（

︑
刺
繍
の
展
示
会
開
催
中
也
︒
刻
絲
の
か
ゝ

る
よ
き
も
の
始
め
て
見
る
（
欄
外
自
注
＝
『
纂
組
英
華（

（2
（

』（︒
刻
絲
は
︑
つ
ま
り
つ
ゞ
れ
織
の
一
種
な
れ
ど
︑
そ
の
精
巧
な
る
も
の

は
一
見
織
物
と
信
じ
が
た
き
程
な
り
︒
就
中
︑
朱
克
柔
の
牡
丹
の
刻
絲（

（2
（

の
如
き
︑
稀
代
の
傑
作
あ
り
︒
そ
の
他
︑
陶
磁
器
に
よ
き

も
の
あ
り
︒
遼
代
の
鶏
冠
壷（

（2
（

は
こ
ゝ
に
て
始
め
て
知
る
と
こ
ろ
︒
汝
窯（

（2
（

の
も
の
亦
多
し
︒
銅
器
に
立
派
な
る
も
の
又
少
な
か
ら
ず
︒

羅
振
玉
の
捐
助
品
︑
戴
勝
の
飾
り
あ
る
銅
器
︑
実（

（2
（

に
素
晴
ら
し
︒
其
他
︑
こ
の
博
物
館
に
は
︑
北
魏
︑
遼
の
墓
誌
石
多
く
陳
列
さ

る
︒
こ
の
拓
本
の
一
部
は
曽
つ
て
福
岡
に
て
見
し
も
の
也
︒

 
 （

博
物
館
に
於
て
は
︑
特
に
河
瀬
松
三
氏
の
世
話
に
な
り
た
り
︒
又
小
平
総
治
氏
︑
前
田
荘
三
氏
に
も
逢
ふ（

（2
（

（
医
大
の
黒
田
源
治マ
マ

氏

は
出
張
中
に
て
会
へ
ず（

（2
（

︒

 
 

博
物
館
を
出
で
ゝ
︑
河
瀬
氏
に
伴
は
れ
︑
大
和
ホ
テ
ル（

（2
（

グ
リ
ル
に
て
中
食
を
な
し
︑
旧
城
内
故
宮（

（2
（

に
至
る
︒
故
宮
は
今
は
平
生
閉

じ
て
人
に
見
せ
ず
︒
こ
の
日
は
特
に
前
部
を
見
る
︒
美
し
き
建
築
な
れ
ど
︑
北
京
の
故
宮
を
見
し
目
に
て
は
甚
だ
小
規
模
也
︒

シ
ャ
ー
マ
ン
教
の
祭
器
（
鉄
の
鍋
な
ど
（
こ
ゝ
に
も
あ
り
︒
文
溯
閣
の
建
物
丈
け
の
ぞ
む
︒
四
庫
全
書（

（3
（

は
今
︑
図
書
館
に
移
さ
れ

た
り
︒

 
 

河
瀬
氏
と
別
れ
︑
国
立
奉
天
図
書
館（

（3
（

に
至
る
︒
四
庫
全
書
︑
現
に
こ
ゝ
に
あ
り
︒
こ
の
四
庫
全
書
の
闕
本
は
写
本
に
よ
り
て
補
ひ

た
り
︒
こ
の
四
庫
全
書
に
つ
い
て
は
こ
ゝ
に
記
さ
ず
︒
別
に
旧
档
史
料
多
く
︑
今
整
理
中
也
︒
善
本
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
多
か

ら
ず
︒
宋
本
は
『
自
警
編（

（3
（

』
の
み
︒
只
︑
こ
ゝ
に
て
先
日
問
題
と
せ
し
『
文
献
通
考
』
明
内
府
本
（
経
廠
本（

（3
（

（
を
見
︑
そ
の
誤
ら

ざ
り
し
を
認
む
︒
又
︑『
四
松
堂
集（

（3
（

』
あ
り
︒
曹
雪
芹
に
関
す
る
重
要
な
る
資
料
な
り
︒

 
 

満
人
の
著
書
多
き
故
に
或
は
『
返
志
堂
集（

（3
（

』
あ
る
や
と
思
ひ
し
も
無
し
︒
万
暦
己
亥
『
李
氏
蔵
書（

（3
（

』︒『
定
庵
先
生
年
譜
外
紀
』（
嘉

善
張
祖
廉
纂
︒
娟
鏡
楼
叢
刻
の
内（

（3
（

（︒
こ
ゝ
を
出
で
ゝ
︑
山
本
君
と
城
内
に
あ
る
本
屋
に
行
く
︒
別
に
目
新
ら
し
き
も
の
な
し
︒
日

暮
れ
︑
城
を
出
で
て
︑
商
埠
地
に
帰
り
︑
洞
庭
春
と
い
ふ
支
那
料
理
に
て
食
事
し
︑
丸
中
ホ
テ
ル
（
弥
生
町
︑
中
山
氏
の
世
話
（

に
帰
る（

（3
（

︒
中
山
氏
来
り
︑
一
寸
話
し
て
帰
り
︑
床
に
入
る
︒

 
 

奉
天
は
可
成
り
寒
さ
を
覚
ゆ
︒
特
に
本
日
午
後
頃
よ
り
急
に
温
度
下
り
し
と
い
ふ
︒
夜
の
街
は
北
京
の
十
二
月
初
め
頃
の
気
候
也
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号

192



さ
れ
ど
も
奉
天
の
街
の
立
派
さ
︑
落
付
き
︑
そ
の
気
分
は
誠
に
気
に
入
り
た
り
︒

十
月
三
十
一
日

 
 

午
前
中
︑
満
鉄
図
書
館（

（3
（

を
訪
ふ
︒
司
書
植
野
武
雄
氏（

（4
（

は
出
張
中
也
︒
こ
の
人
と
い
ひ
︑
黒
田
氏
と
云
ひ
何
れ
も
出
張
中
（
黒
田
氏

は
日
本
（
に
て
会
へ
ざ
り
し
は
残
念
也
︒
園
田
一
亀
氏（

（4
（

に
あ
ふ
︒
図
書
館
に
て
見
た
る
も
の
︒

 
 

風
流
天
子
伝
四
十
回
　
斉
東
野
人
編

 
 

 
 

 
 

 
　
　
　
　
不
経
先
生
評

 
 

 
 

 
 

光
緒
二
十
一
︑
香
港
書
局
石
印（

（4
（

 
 

 
 

題
詞
　
崇
禎
辛
未
朱
明
既
望
携
李
友
人
委
蛇
居
士
識
於
陶
々
館

 
 

 
 

同
年
清
和
月
野
主
人
涂
書
于
虚
白
堂

 
 

宝
巻（

（4
（

 
 

 

現
世
宝
巻
　
上
下

 
 

 

魚
籃
宝
巻
（
民
八
︑
上
海
翼
化
堂
刊
（

 
 

 

賢
孝
宝
巻

 
 

 

楊
公
宝
巻
（
光
三
三
（
︙
之
は
殆
ド
歌
ノ
ミ

 
 

 

秀
女
宝
巻
（
瑪
瑙
経
房
印
造
流
伝
（

 
 

 

如
如
宝
巻

 
 

 

孟
姜
宝
巻
（
翼
化
堂
（

 
 

 

黄
梅
宝
巻

 
 

 

真
修
宝
巻

 
 

 

消
災
延
寿
宝
巻

 
 

以
上
十
種
は
宝
巻
︒
大
体
に
於
て
弾
詞
及
び
小
説
多
し
︒
雲
鍾
雁
全
伝
︑
合
錦
廻
文
伝
︑
遺
珠
貫
索
（
之
ハ
随
筆
ノ
如
キ
モ
ノ
（︑

五
虎
平
西
前
伝
︑
―
南
後
伝
︑
女
仙
外
史
︑
漢
宋
奇
書
︑
錦
香
亭
伝（

（4
（

︒

目
加
田
誠
『
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南
詞
雅
調
文
武
香
球
　
同
治
二
年
二
酉
堂
主
人
編
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
巻
七
十
二
回（

（4
（

 
 

 
後
西
廂
記
　
道
光
辛
卯
鶴
亭
主
人
序

　
　
　
　
　
　
　
　
光
緒
甲
午
石
印（

（4
（

 
 

 
 

 
 

琴
城
　
湯
世
瀠
　
鶴
汀
填
詞

 
 

 
 

 
 

古
埠
　
胡
来
照
　
鑑
室
評
点

 
 

藍
関
宝
巻
（
韓
湘
宝
巻
（

 
 

白
氏
宝
巻
（
雷
峰
古
跡
（　
宝
巻

 
 

 

又

 
 

満
清
稗
史（

（4
（

 
 

勧
戒
録
︑
近
録
︑
続
録
︑
三
録（

（4
（

 

朝
鮮
本

 
 

皇
明
世
説
新
語
八
巻（

（4
（

 
 

 
 

雲
間
　
李
紹
文
　
節
之
甫
撰

 
 

 
 

万
暦
庚
戌
　
陸
従
平
序

 

尚
︑
左
の
二
種
は
九
州
に
も
求
め
た
き
も
の
な
り

 
 

欽
定
四
庫
全
書
考
証
百
巻
（
武
英
殿
聚
珍
版
︑
道
光
十
年
修（

（5
（

（
 

 

四
庫
全
書
原
本
提
要
（
拠
文
溯
閣
本（

（5
（

（

 
 

館
長
衛
藤
利
夫
氏（

（5
（

に
あ
ひ
︑
印
刷
物
を
貰
っ
て
館
を
出
づ
︒
之
よ
り
奉
天
中
学
に
至
り
瀧
沢
俊
亮
氏（

（5
（

を
訪
ふ
︒
松
井
秀
吉（

（5
（

は
北
京

留
学
中
な
り
と
︒
先
に
博
物
館
に
行
き
し
山
本
君
を
追
ひ
河
瀬
氏
と
共
に
中
食
︒
山
本
君
と
二
人
バ
ス
に
て
北
陵
に
向
ふ
︒
郊
外

の
広
漠
た
る
中
に
鬱
た
る
松
林
あ
り
︒
甚
だ
壮
麗
な
る
建
築
也
︒
再
び
バ
ス
に
て
帰
り
︑
萩
町
に
瀧
沢
氏
を
訪
ひ
︑
夕
食
を
馳
走

��

��
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さ
る
︒
瀧
沢
氏
の
蔵
書
に
富
む
事
羨
む
可
し
︒
青
葉
町
の
中
山
氏
に
挨
拶
に
行
き
し
も
る
す
︒
ホ
テ
ル
に
帰
る
︒
中
山
氏
よ
り
電

話
︑
飛
行
機
今
は
一
週
一
度
に
て
満
員
な
り
と
云
ふ
︒

十
一
月
一
日

 
 

午
前
八
時
半
︑
山
本
君
と
共
に
奉
天
を
立
ち
新
京
に
向
ふ
︒
■
■
中（

（5
（

︑
鉄
嶺
を
通
過
す
︒
此
地
は
曽
つ
て
亡
父
の
駐
屯
せ
し
と
こ

ろ
也
︒
其
他
す
べ
て
車
窓
に
見
ゆ
る
満
洲
の
野
は
︑
何
れ
も
父
の
奮
戦
せ
し
地
に
非
ざ
る
は
な
し（

（5
（

︒
一
種
の
感
慨
身
に
迫
る
︒
昿

野
草
枯
れ
て
︑
極
目
す
べ
て
一
様
の
褐
色
︑
■
土
の
色
な
り
︒
而
も
目
の
届
く
限
り
耕
作
さ
れ
た
る
は
驚
異
と
云
ふ
可
し
︒
三
頭

或
ハ
四
頭
の
馬
に
曳
か
れ
ゆ
く
農
夫
の
馬
車
︑
枯
木
の
梢
の
鵲
の
巣
︑
皆
従
来
満
洲
の
絵
に
見
馴
れ
し
処
也
︒

 
 

午
後
三
時
半
︑
新
京
着
︒
茫
々
た
る
平
野
に
満
洲
国
の
国
都
新
京
は
︑
日
本
の
国
力
を
つ
く
し
て
建
設
さ
れ
つ
ゝ
あ
り
︒
坦
々
た

る
大
路
︑
所
々
に
起
る
大
建
築
︑
関
東
軍
司
令
部
︑
総
務
庁
︑
其
他
の
官
衙
︑
又
新
に
開
店
せ
し
百
貨
店
あ
り
︒
住
宅
街
は
︑
一

様
に
灰
色
に
塗
ら
れ
た
る
洋
館
に
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
林
立
し
て
︑
已
に
煙
を
あ
げ
た
り
︒
樹
木
乏
し
く
而
も
尽
く
落
葉
し
て
目
に

青
き
も
の
一
つ
な
く
︑
殺
風
景
に
し
て
︑
大
建
築
も
小
住
宅
も
総
て
積
木
細
工
の
家
の
如
し
︒

 
 

山
本
君
の
家
に
落
付
き
︑
夕
食
後
︑
松
浦
嘉
三
郎
氏（

（5
（

を
訪
ふ
︒
北
京
の
中
根
太
（々
（5
（

も
近
頃
新
京
に
在
り
と
き
ゝ
訪
れ
し
も
留
守
︒

 
 

水
高
の
同
窓
江
幡
寛
夫（

（5
（

を
訪
ふ
︒
文
教
部
に
於
て
教
科
書
編
纂
に
従
事
し
︑
相
当
の
地
位
に
在
り
︒
明
日
再
訪
を
約
し
て
帰
る
︒

冴
え
た
る
月
中
天
に
あ
り
︒
夜
風
の
冷
気
耳
を
切
る
が
如
し
︒
山
本
君
宅
に
泊
る
︒

注

（
（
（  

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（U

R
L: https://w

w
w.jacar.go.jp/

（「
目
加
田
誠
　
九
州
帝
大
　
支
　
昭
和
十
一
年
六
月
」R

ef.

B0（0（（（（（（00

参
照
（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（
（  

小
牧
夫
人
は
︑
九
州
帝
国
大
学
ド
イ
ツ
文
学
講
座
の
教
授
小
牧
健
夫
（
一
八
八
二
～
一
九
六
〇
（
の
夫
人
︑
山
内
は
︑
同
東
洋
史
学
講

座
の
山
内
晋
卿
（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
（
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
電
子
ブ
ッ
ク
『
九
州
大
学
百
年
史
』（U

R
L: https://w

w
w.lib.kyushu-u.

目
加
田
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ac.jp/publications_kyushu/qu（00th

（︑
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
（JapanK

now
ledge Lib

（』（U
R

L: https://

japanknow
ledge.com

/library/

（
参
照
（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（
（  
関
釜
連
絡
船
は
︑
下
関
（
山
陽
線
（
―
釜
山
（
京
釜
線
＝
釜
山
と
京
城
﹇
現
在
の
ソ
ウ
ル
市
﹈
間
の
鉄
道
路
（
を
結
ぶ
鉄
道
連
絡
船
︒

一
九
二
二
年
に
三
六
〇
〇
ト
ン
級
の
大
型
船
（
景
福
丸
︑
徳
寿
丸
︑
昌
慶
丸
（
が
就
航
し
て
い
た
︒
所
要
時
間
は
昼
間
八
時
間
︑
夜
間
九

時
間
︒『
朝
鮮
旅
行
案
内
記
』（
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
︑
一
九
三
四
年
（︑『
朝
鮮
満
洲
旅
の
栞
』（
南
満
洲
鉄
道
東
京
支
社
︑
一
九
三
八
年
（

ほ
か
参
照
︒

（
（
（  

釜
山
か
ら
ソ
ウ
ル
（
京
城
（
を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島
を
縦
断
し
︑
南
満
洲
鉄
道
の
奉
天
（
瀋
陽
（︑
新
京
（
長
春
（
ま
で
走
っ
て
い
た
国

有
鉄
道
︒
釜
山
―
ソ
ウ
ル
間
は
約
四
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︒

（
（
（  

辛
島
驍
（
一
九
〇
三
～
一
九
六
七
（
は
︑
東
京
帝
国
大
学
で
筆
者
の
一
年
先
輩
︑
一
九
二
八
年
よ
り
京
城
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
︒
住
所
は
京
城
府
三
坂
通
︒『
北
平
日
記
』
三
九
頁
︑
注
（
（（（
（
参
照
︒
本
多
龍
成
は
︑
東
京
帝
国
大
学
支
那
哲
学
科
卒
業
︒
一
九
三

五
～
四
〇
年
︑
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
教
授
を
つ
と
め
た
︒
住
所
は
京
城
内
資
洞
︒

（
（
（  

藤
塚
鄰ち

か
し（
一
八
七
九
～
一
九
四
八
（
は
︑
岩
手
県
出
身
︒
東
京
帝
国
大
学
支
那
哲
学
科
で
星
野
恒
（
後
ろ
の
注
（
（
（
参
照
（
に
師
事

し
た
︒
一
九
〇
九
年
に
第
八
高
等
学
校
講
師
（
翌
年
教
授
昇
任
（
と
な
り
︑
一
九
二
一
年
七
月
～
二
三
年
五
月
︑
中
華
民
国
に
留
学
し
た
︒

一
九
二
六
～
四
〇
年
︑
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
支
那
哲
学
科
教
授
を
つ
と
め
た
︒
著
書
に
『
日
鮮
清
の
文
化
交
流
』︑『
論
語
総
説
』
な

ど
︒
熱
心
な
漢
籍
蒐
集
家
で
︑
京
城
の
学
者
仲
間
か
ら
「
書
痴
」
と
呼
ば
れ
た
︒
李
暁
辰
「
京
城
帝
国
大
学
の
支
那
哲
学
講
座
と
藤
塚
鄰
」

（『
文
化
交
渉
』
第
一
号
︑
関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
︑
二
〇
一
三
年
一
月
︑
二
七
五
～
二
八
六
頁
（︑「
先
学
を
語
る
―

藤
塚
鄰
博
士
︹
含
年
譜
・
著
述
目
録
︺」（『
東
方
学
』
第
六
十
九
輯
︑
東
方
学
会
︑
一
九
八
五
年
一
月
︑
一
六
八
～
一
九
四
頁
（
参
照
︒

（
（
（  

『
顔
李
遺
書
』
は
︑『
顔
習
斎
遺
書
』
二
十
七
巻
と
『
李
恕
谷
遺
書
』
六
十
五
巻
か
ら
成
る
︒
日
本
国
内
の
蔵
書
は
光
緒
年
間
刊
本
（
畿

輔
叢
書
（
或
は
そ
の
影
印
本
で
あ
る
︒
顔
元
（
一
六
三
五
～
一
七
〇
四
︑
号
は
習
斎
（
と
弟
子
の
李
塨
（
一
六
五
九
～
一
七
三
三
（
の
著

述
を
収
め
る
︒
顔
元
の
学
を
李
塨
が
継
い
だ
の
で
「
顔
李
学
派
」
と
称
さ
れ
る
︒
李
慈
銘
（
一
八
三
〇
～
九
四
（
は
『
北
平
日
記
』
三
一

頁
︑
注
（
（（
（
参
照
︒

（
（
（  

星
野
恒
（
一
八
三
九
～
一
九
一
七
（
は
︑
新
潟
県
出
身
︒
一
八
五
九
（
安
政
六
（
年
︑
江
戸
に
出
て
︑
塩
谷
宕
陰
（
一
八
〇
九
～
六
七
（
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の
学
僕
と
な
り
︑
宕
陰
の
没
後
帰
郷
し
た
︒
一
八
七
五
年
に
再
び
上
京
し
︑
太
政
官
修
史
館
に
出
仕
︑
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一

〇
（︑
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
（
と
と
も
に
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
纂
に
従
事
し
︑
一
八
八
八
年
よ
り
文
科
大
学
教
授
を
兼

ね
︑
一
九
〇
六
年
帝
国
学
士
院
会
員
と
な
る
︒
学
風
は
考
証
を
主
ん
じ
た
︒
著
書
に
『
竹
内
式
部
君
事
蹟
』︑『
史
学
叢
説
』︑『
古
文
書
類

纂
』
な
ど
が
あ
る
︒

（
（
（  

宇
野
哲
人
（
一
八
七
五
～
一
九
七
四
（
は
︑
熊
本
県
出
身
︒
東
京
帝
国
大
学
漢
学
科
卒
業
︒
一
九
〇
六
～
一
〇
年
︑
清
国
︑
ド
イ
ツ
に

留
学
し
た
︒
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
な
ど
を
経
て
︑
一
九
一
九
～
三
六
年
東
京
帝
国
大
学
教
授
︒
の
ち
実
践
女
子
大
学
初
代
学
長
︑
東

方
文
化
学
院
初
代
院
長
︑
東
方
学
会
初
代
理
事
長
・
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
︒
西
洋
哲
学
の
方
法
に
よ
っ
て
中
国
哲
学
を
体
系
づ
け
︑
は

じ
め
て
中
国
哲
学
の
近
代
的
研
究
法
を
確
立
し
た
︒
著
書
に
『
支
那
文
明
記
』︑『
二
程
子
の
哲
学
』『
支
那
哲
学
史
―
近
世
儒
学
』
な
ど

が
あ
る
︒

（
（0
（  

田
中
豊
蔵
（
一
八
八
八
～
一
九
四
八
（
は
︑
京
都
府
出
身
︒
一
九
〇
八
年
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
を
卒
業
後
︑
東
洋
美
術
史
に
転

じ
︑
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
を
経
て
一
九
二
八
年
よ
り
京
城
帝
国
大
学
教
授
︒
戦
後
は
︑
文
部
省
美
術
研
究
所
長
︑
東
京
都
美
術
館

長
を
つ
と
め
た
︒
著
書
は
『
東
洋
美
術
談
叢
』︑『
日
本
美
術
の
研
究
』
な
ど
（
没
後
に
刊
行
（︒

（
（（
（  

森
谷
克
己
（
一
九
〇
四
～
一
九
六
四
（
は
︑
岡
山
県
出
身
︒
一
九
二
七
年
三
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
し
︑
同
年
六
月
京
城
帝

国
大
学
法
文
学
部
助
手
と
な
る
（
一
九
二
九
年
助
教
授
昇
任
（︒
戦
後
は
愛
知
大
学
︑
広
島
大
学
︑
岡
山
大
学
武
蔵
大
学
で
教
授
を
歴
任
し

た
︒
著
書
に
『
支
那
社
会
経
済
史
』︑『
東
洋
小
文
化
史
』
な
ど
が
あ
る
︒

（
（（
（  

昌
徳
宮
の
後
方
に
あ
る
庭
園
で
︑
別
称
は
後
苑
︒
昌
徳
宮
（
約
四
十
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
の
六
割
を
占
め
︑
朝
鮮
の
造
園
芸
術

の
粋
を
集
め
た
自
然
豊
か
な
庭
園
で
あ
る
︒
昌
徳
宮
は
︑
一
四
〇
五
年
に
李
朝
第
三
代
太
宗
が
離
宮
と
し
て
創
建
し
︑
一
四
六
三
年
に
第

七
代
世
祖
が
拡
張
し
た
際
︑
庭
園
も
整
備
し
た
︒
第
十
五
代
光
海
君
か
ら
第
二
十
七
代
純
宗
ま
で
二
九
五
年
間
︑
十
三
代
に
わ
た
り
︑
昌

徳
宮
で
政
務
が
行
わ
れ
た
︒
一
九
九
七
年
︑
世
界
文
化
遺
産
登
録
︒

（
（（
（  

京
城
帝
国
大
学
は
︑
日
本
統
治
時
代
の
京
城
に
設
置
さ
れ
て
い
た
旧
帝
国
大
学
︒
朝
鮮
総
督
府
監
督
の
も
と
︑
一
九
二
四
年
に
予
科
が

開
設
さ
れ
た
︒
一
九
二
六
年
に
法
文
・
医
の
二
学
部
︑
一
九
三
八
年
に
理
工
学
部
が
設
け
ら
れ
た
︒
終
戦
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
︑
一
九

四
六
年
九
月
︑
ソ
ウ
ル
大
学
校
と
し
て
再
発
足
し
た
︒
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（
（（
（  

王
立
図
書
館
に
相
当
す
る
機
関
と
し
て
︑
一
七
七
六
年
昌
徳
宮
の
敷
地
内
に
設
立
さ
れ
た
︒
歴
代
王
や
王
室
の
各
種
文
書
や
記
録
︑
中

国
の
文
献
︑
朝
鮮
の
古
文
書
な
ど
を
収
蔵
管
理
し
︑
修
復
な
ど
も
行
っ
た
︒
一
九
二
四
年
︑
京
城
帝
国
大
学
の
創
設
に
合
わ
せ
て
同
大
学

の
管
轄
と
な
り
︑『
老
乞
大
諺
觧
』︑『
朴
通
事
諺
解
』
な
ど
を
影
印
し
た
『
奎
章
閣
叢
書
』
第
一
～
九
（
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
編
︑
一

九
三
五
～
四
四
年
（
が
刊
行
さ
れ
た
︒
終
戦
後
︑
ソ
ウ
ル
大
学
の
管
理
を
経
て
︑
現
在
は
国
立
の
独
立
機
関
と
な
っ
て
い
る
︒

（
（（
（  

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
丹
東
市
で
︑
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
国
境
に
あ
る
︒
当
時
は
︑
満
洲
国
に
属
し
て
い
た
︒
丹
東
駅

は
︑
ソ
ウ
ル
か
ら
鉄
路
約
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
安
東
線
（
安
東
～
奉
天
︑
現
在
の
瀋
丹
線
︑
約
二
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
の
起
点
︒

安
東
駅
で
は
︑
日
本
︑
中
華
民
国
双
方
の
税
関
に
よ
る
手
荷
物
検
査
が
行
わ
れ
︑
旅
行
者
は
立
ち
会
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の

地
よ
り
︑
時
刻
は
一
時
間
遅
く
な
る
︒

（
（（
（  

中
華
人
民
共
和
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
国
境
の
国
境
を
な
す
朝
鮮
半
島
第
一
の
大
河
︒
白
頭
山
に
水
源
を
発
し
︑
西
に

流
れ
て
黄
海
に
注
ぐ
︒
全
長
約
七
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︒

（
（（
（  

新
京
は
︑
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省
長
春
市
︒
満
洲
国
の
首
都
で
あ
っ
た
︒

（
（（
（  

山
本
守
（
一
九
〇
六
～
？
（︒『
北
平
日
記
』
七
二
頁
︑
注
（
（（
（
参
照
︒
北
京
留
学
中
は
頻
繁
に
交
流
し
て
い
た
︒

（
（（
（  

満
洲
国
立
奉
天
博
物
館
は
︑
一
九
三
二
年
六
月
開
館
︒
同
年
四
月
に
奉
天
故
宮
博
物
館
が
閉
鎖
さ
れ
︑
そ
の
管
理
を
引
き
継
い
だ
︒
収

蔵
品
の
多
く
は
遼
寧
省
博
物
館
に
引
き
継
が
れ
た
︒
大
出
尚
子
『「
満
洲
国
」
博
物
館
事
業
の
研
究
』（
汲
古
叢
書
一
一
二
︑
汲
古
書
院
︑

二
〇
一
四
年
（
参
照
︒

（
（0
（  

刻
絲
（
緙
絲
（
は
︑
綴つ

づ
り
れ
お
り織
と
称
さ
れ
る
平
織
物
の
一
種
︒
単
純
な
平
織
の
組
織
を
基
本
と
し
な
が
ら
︑
下
絵
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な

色
糸
を
緯よ

こ
い
と糸
と
し
て
通
す
こ
と
で
︑
絵
画
の
よ
う
に
自
由
で
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
を
表
現
で
き
る
︒
そ
の
歴
史
は
古
く
︑
周
代
の
毛
糸
で
織

ら
れ
た
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
︒
東
京
国
立
博
物
館
東
洋
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
中
国
の
染
織
緙
絲
」（U

R
L: https://w

w
w.tnm

.jp/m
odules/

r_exhibition/index.php?controller=item
&

id=（（（（

（
参
照
（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（（
（  

満
洲
国
立
博
物
館
編
『
纂
組
英
華
』（
座
右
宝
刊
行
会
︑
一
九
三
五
年
（
は
︑
大
判
の
カ
ラ
ー
図
録
（
帙
寸
法
＝
縦
五
六
・
〇
×
横
四

一
・
二
×
高
さ
十
一
・
八
セ
ン
メ
ー
ト
ル
（
二
冊
（
上
冊
＝
刻
絲
︑
下
冊
＝
刺
繍
（
と
解
説
三
冊
（
英
語
︑
中
国
語
︑
日
本
語
（
か
ら
成

る
︒
一
九
三
五
年
六
月
︑
新
京
に
満
洲
国
立
博
物
館
が
開
館
し
た
の
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
︒「
満
洲
国
立
博
物
館
陳
列
品
目
録
」（『
満

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号
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蒙
』
第
一
六
巻
七
号
︑
満
蒙
文
化
協
会
︑
一
九
三
五
年
七
月
︑
一
七
三
～
一
八
〇
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

朱
克
柔
は
︑
南
宋
高
宗
（
在
位
一
一
二
七
～
六
二
（
の
頃
に
活
躍
し
た
女
性
工
芸
家
︒
名
は
強
︑
字
は
剛
︑
華
亭
県
（
現
在
の
上
海
松

江
（
の
人
︒
人
物
︑
樹
や
花
鳥
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
精
細
で
清
淡
古
雅
な
作
風
で
知
ら
れ
︑
絵
画
も
善
く
し
た
︒

筆
者
が
鑑
賞
し
た
牡
丹
刻
絲
は
︑「
蓮
塘
乳
鴨
図
」（
上
海
博
物
館
蔵
（
な
ど
と
と
も
に
代
表
作
の
一
つ
で
︑
現
在
は
遼
寧
省
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（  

遼
の
陶
製
の
壺
で
︑
中
国
で
は
皮
嚢
壷
と
い
う
︒
遊
牧
民
の
革
袋
に
似
せ
︑
高
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︑
黄
︑
緑
︑
白
な
ど
の
単

色
の
釉
薬
が
施
さ
れ
て
い
る
︒
当
初
は
胴
の
丸
い
ふ
っ
く
ら
し
た
形
で
あ
っ
た
が
︑
次
第
に
写
実
性
を
失
い
細
長
い
形
に
変
化
し
た
︒

（
（（
（  

汝
窯
は
︑
北
宋
時
代
に
河
南
省
臨
汝
県
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
青
磁
の
名
窯
︒
灰
白
色
の
素
地
に
深
い
青
緑
色
の
青
磁
釉
を
か
け

る
︒
ま
た
︑
北
宋
の
官
窯
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
（
汝
官
窯
（︒

（
（（
（  

羅
振
玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
（
は
︑
字
は
叔
言
︑
号
は
雪
堂
︒
浙
江
省
上
虞
（
現
在
の
紹
興
市
（
の
人
︒
一
八
九
一
年
︑
劉
鶚
（
一

八
五
七
～
一
九
〇
九
（
所
有
の
亀
甲
獣
骨
文
字
の
拓
本
を
見
て
甲
骨
文
字
を
研
究
し
『
殷
虚
書
契
考
釈
』
を
発
表
し
た
︒
上
海
で
東
文
学

社
を
設
立
後
︑
一
九
〇
九
年
︑
京
師
大
学
堂
農
科
大
学
監
督
就
任
︒
敦
煌
文
献
や
明
清
時
代
档
案
な
ど
を
収
集
保
全
し
た
︒
辛
亥
革
命
に

よ
り
︑
女
婿
の
王
国
維
（
一
八
七
七
～
一
九
二
七
（
と
と
も
に
亡
命
し
︑
京
都
に
七
年
間
滞
在
し
た
︒
来
日
中
は
内
藤
湖
南
︑
狩
野
直
喜

ら
と
交
流
し
︑『
鳴
沙
石
室
佚
書
』︑『
流
沙
墜
簡
』︑『
鳴
沙
石
室
古
籍
叢
残
』
な
ど
を
出
版
し
た
︒
帰
国
後
は
溥
儀
の
家
庭
教
師
と
な
り
︑

満
洲
国
参
議
府
参
議
︑
日
満
文
化
協
会
会
長
を
歴
任
し
た
︒
戴
勝
は
︑
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
科
の
鳥
︒
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
広
く
分
布
し
︑

日
本
に
は
ま
れ
に
渡
来
す
る
︒
体
は
橙
褐
色
で
頭
に
扇
状
の
冠
羽
が
あ
る
︒
古
来
中
国
で
は
平
和
︑
幸
福
︑
美
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（  

河
瀬
松
三
（
一
九
〇
〇
～
未
詳
（
は
︑
熊
本
県
出
身
︒
満
洲
国
文
教
部
礼
教
社
会
教
育
科
事
務
官
と
し
て
国
立
博
物
館
の
創
設
に
尽
力

し
︑
の
ち
に
満
洲
国
立
博
物
館
総
務
科
長
を
つ
と
め
た
︒
小
平
総
治
（
一
八
七
六
～
未
詳
（
は
︑
長
野
県
出
身
︒
二
松
学
舎
︑
善
隣
書
院

で
学
ぶ
︒
義
和
団
事
件
の
際
は
陸
軍
省
通
訳
官
と
し
て
中
国
北
部
に
従
軍
し
た
︒
川
島
浪
速
の
推
薦
で
華
北
の
警
務
学
童
監
督
と
な
り
︑

漢
口
東
亜
製
粉
会
社
︑
漢
口
領
事
館
勤
務
を
経
て
︑
一
九
一
四
年
よ
り
十
年
間
粛
親
王
に
仕
え
︑
事
務
の
傍
ら
子
女
の
訓
育
に
従
事
し
た
︒

満
洲
国
建
国
の
際
︑
執
政
府
内
務
官
と
な
る
︒
そ
の
後
︑
満
洲
国
創
設
国
立
博
物
館
主
事
に
任
じ
ら
れ
奉
天
に
移
っ
た
（
当
時
は
満
洲
国

立
博
物
館
嘱
託
（︒
没
後
︑
蔵
書
等
は
満
鉄
奉
天
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
︒
前
田
荘
三
（
生
没
年
未
詳
（
は
︑
河
瀬
松
三
と
同
じ
く
満
洲
国
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文
教
部
職
員
（
満
洲
国
立
博
物
館
嘱
託
（︒『
本
館
所
蔵
小
平
文
庫
目
録
』（
南
満
洲
鉄
道
奉
天
図
書
館
︑
一
九
四
二
年
（︑
安
曇
野
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
小
平
総
治
　
安
曇
野
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
」（U

R
L: https://w

w
w.city.azum

ino.nagano.jp/site/yukari/（（（（.htm
l

（
参
照

（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（（
（  
黒
田
源
次
（
一
八
八
六
～
一
九
五
七
︑
日
記
本
文
は
「
治
」
と
記
す
（
は
︑
旧
姓
有
馬
︑
熊
本
県
出
身
︒
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
で
心

理
学
を
専
攻
し
︑
一
九
二
四
年
同
大
学
医
学
部
副
手
と
な
つ
て
生
理
学
を
修
め
一
九
二
三
年
文
学
博
士
授
与
︒
翌
年
文
部
省
海
外
研
究
生

と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
︑
一
九
二
六
年
よ
り
満
洲
医
科
大
学
教
授
（
生
理
学
教
室
担
当
（︒
一
九
三
一
～
三
四
年
︑
再
び
欧
米
各
国
へ
留

学
し
た
︒
研
究
の
傍
ら
︑
満
洲
国
立
博
物
館
創
設
に
も
尽
力
し
た
︒
戦
後
は
国
立
博
物
館
嘱
託
と
な
り
︑
一
九
五
二
年
よ
り
奈
良
国
立
博

物
館
長
を
つ
と
め
た
︒
研
究
は
︑
心
理
学
︑
医
学
︑
薬
学
︑
支
那
学
︑
考
古
学
︑
美
術
史
︑
日
本
古
代
史
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
︒
著
書
は

『
芭
蕉
翁
伝
』︑『
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
る
日
本
画
』︑『
心
理
学
の
諸
問
題
』︑『
条
件
反
射
論
―
意
識
生
活
の
生
理
学
的
解
釈
』
な
ど
︒

国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
黒
田
源
次
」（U

R
L: https://w

w
w.tobunken.go.jp/m

aterials/bukko/（（（（.htm
l

（

参
照
（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（（
（  

ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
は
︑
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
が
経
営
し
て
い
た
高
級
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
︒
奉
天
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
は
︑
駅
の
開
業
に
あ
わ

せ
て
駅
に
併
設
す
る
形
で
開
業
し
た
︒
一
九
二
九
年
五
月
︑
奉
天
大
広
場
（
現
在
の
中
山
広
場
（
前
に
新
館
を
開
業
︑
客
室
は
七
十
一
室
︑

現
在
も
遼
寧
賓
館
と
し
て
営
業
し
て
い
る
︒
浮
田
英
彦
「
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
に
見
る
ホ
テ
ル
事
業
に
関
す
る
基
礎
研
究
運
輸
部
営
業

課
の
運
営
管
理
で
あ
っ
た
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
（
八
月
～
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
（
十
二
月
を
中
心
と
し
て
」（『
福
岡
女
学
院

大
学
紀
要
　
人
文
学
部
編
』
第
十
八
号
︑
二
〇
〇
八
年
二
月
︑
一
三
三
～
一
五
〇
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

瀋
陽
故
宮
は
︑
後
金
時
代
の
皇
居
︒
一
六
二
五
年
に
建
て
ら
れ
た
ヌ
ル
ハ
チ
と
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
皇
居
で
︑
そ
の
後
は
離
宮
と
し
て
用
い

ら
れ
た
︒
規
模
は
︑
北
京
の
故
宮
の
十
二
分
の
一
程
度
︒
二
〇
〇
四
年
︑「
北
京
と
瀋
陽
の
明
・
清
王
朝
皇
宮
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
︒
現
在
は
︑
瀋
陽
故
宮
博
物
院
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
︒

（
（0
（  

文
溯
閣
︑
四
庫
全
書
は
︑『
北
平
日
記
』
三
〇
頁
︑
注
（
（（
（
参
照
︒

（
（（
（  

満
洲
国
立
奉
天
図
書
館
は
︑
一
九
三
二
年
六
月
︑
文
化
政
策
の
一
環
と
し
て
︑
奉
天
宮
殿
旧
蔵
の
た
貴
重
記
録
や
清
代
の
文
献
を
集
め

て
︑
旧
張
学
良
邸
（
奉
天
市
瀋
陽
区
一
心
街
四
段
十
号
（
に
開
館
し
た
︒
館
長
は
袁
金
鎧
（
一
八
六
九
～
一
九
四
七
︑
奉
天
地
方
自
治
維
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持
会
委
員
長
（︒
蔵
書
は
文
溯
閣
四
庫
全
書
や
盛
京
故
宮
殿
版
図
書
な
ど
の
漢
籍
を
中
心
に
二
十
万
冊
余
り
に
達
し
た
︒
図
書
館
で
は
蔵
書

整
理
（
～
一
九
三
四
年
（
の
ほ
か
︑
契
丹
文
字
碑
刻
や
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
た
︒『
満
洲
国
立
奉
天
図
書
館
図
書
分
類
目
録
』
第
一
～
四
号

（
満
洲
国
立
奉
天
図
書
館
︑
一
九
三
六
～
四
二
年
（
が
編
ま
れ
た
︒
戦
後
︑
蔵
書
の
殆
ど
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
接
収
を
免
れ
︑
中
国
側
に
移

管
さ
れ
た
︒
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（U

R
L: https://w

w
w.jacar.go.jp/

（「
奉
天
図
書
館
事
業
報
告
　
昭
和
九
年
五
月
」R

ef.

B0（0（（0（0（00

（
参
照
（
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
〇
年
九
月
十
日
（︒

（
（（
（  

『
自
警
編
』
九
巻
は
︑（
南
宋
（
趙
善
璙
の
撰
︒
趙
善
璙
（
生
没
年
未
詳
（
は
︑
字
徳
純
︑
南
海
（
現
在
の
広
東
省
仏
山
市
（
或
は
歙
（
現

在
の
安
徽
省
黄
山
市
（
の
人
︒
宋
代
の
名
臣
や
大
儒
の
言
行
を
集
め
︑
学
問
類
︑
操
修
類
︑
斉
家
類
︑
接
物
類
︑
出
処
類
︑
事
君
類
（
上

下
（︑
政
事
類
︑
拾
遺
類
に
分
け
て
収
録
す
る
︒

（
（（
（  

『
文
献
通
考
』
三
四
八
巻
は
（
元
（
馬
端
臨
の
撰
︒
杜
祐
『
通
典
』
の
あ
と
を
受
け
て
︑
南
宋
の
寧
宗
ま
で
の
事
跡
や
制
度
を
記
録
し
た

宋
朝
の
制
度
に
関
す
る
詳
細
か
つ
広
汎
な
資
料
︒
経
廠
本
は
︑
明
代
の
中
央
政
府
出
版
物
の
総
称
で
︑
殆
ど
は
白
色
厚
手
の
白
棉
紙
に
印

刷
さ
れ
た
版
心
黒
口
の
特
別
大
型
本
で
あ
る
︒
経
廠
は
︑
官
庁
の
一
つ
で
あ
る
司
礼
監
に
属
す
る
蔵
版
庫
の
名
称
︒
長
澤
規
矩
也
『
古
書

の
は
な
し
―
書
誌
学
入
門
―
』（
冨
山
房
︑
一
九
七
六
年
（︑
高
橋
智
『
書
誌
学
の
す
す
め
』（
東
方
選
書
四
〇
︑
東
方
書
店
︑
二
〇
一

〇
年
（
参
照
︒

（
（（
（  

『
四
松
堂
集
』
五
巻
は
︑
清
朝
の
皇
族
愛
新
覚
羅
敦
誠
（
一
七
三
四
～
九
一
（
の
詩
集
︒
愛
新
覚
羅
敦
誠
の
字
は
敬
亭
︑
号
は
松
堂
︑
ヌ

ル
ハ
チ
の
第
十
二
子
ア
ジ
ゲ
の
五
世
孫
に
あ
た
る
︒
兄
の
敦
敏
と
と
も
に
︑『
紅
楼
夢
』
の
作
者
と
さ
れ
る
曹
雪
芹
と
親
し
く
交
わ
っ
た
︒

そ
の
た
め
︑『
四
松
堂
集
』
は
︑
曹
雪
芹
研
究
に
お
い
て
貴
重
な
第
一
次
資
料
と
さ
れ
て
い
る
︒
筆
者
は
さ
き
の
留
学
中
︑
中
国
語
習
得
の

一
環
と
し
て
清
朝
の
旗
人
奚
待
園
か
ら
『
紅
楼
夢
』
の
個
人
教
授
を
受
け
た
︒
筆
者
の
見
た
本
は
︑
嘉
慶
元
年
刊
︑
一
帙
四
冊
で
あ
る
︒

（
（（
（  

『
通
志
堂
集
』
二
十
巻
は
︑
納
蘭
性
徳
（
一
六
五
五
～
八
五
（
の
遺
稿
を
も
と
に
編
集
出
版
さ
れ
た
文
集
︒
納
蘭
性
徳
は
︑
字
は
容
若
︑

号
は
楞
伽
山
人
︑
通
志
堂
は
室
名
で
あ
る
︒
名
家
イ
ェ
ヘ
・
ナ
ラ
氏
の
出
身
で
︑
満
洲
八
旗
の
正
黄
旗
に
属
し
︑
詞
を
善
く
し
た
︒
納
蘭

性
徳
を
『
紅
楼
夢
』
の
主
人
公
賈
宝
玉
の
モ
デ
ル
と
す
る
説
が
あ
る
︒
筆
者
は
留
学
中
︑
納
蘭
性
徳
の
詞
集
『
飲
水
詞
』
を
購
入
し
て
読

ん
だ
︒『
北
平
日
記
』
七
四
～
七
五
頁
参
照
︒

（
（（
（  

李
贄
『
李
氏
蔵
書
』
六
八
巻
は
︑
李
贄
（
一
五
二
七
～
一
六
〇
二
（
撰
︒
李
贄
は
︑
福
建
省
泉
州
の
人
︑
号
は
卓
吾
︒
陽
明
学
を
修
め
︑

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
）
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童
心
説
を
唱
え
た
︒『
李
氏
蔵
書
』
は
︑
戦
国
時
代
か
ら
元
末
ま
で
の
人
物
を
中
心
と
し
た
紀
伝
体
の
評
論
で
︑
初
版
は
万
暦
二
十
七
（
己

亥
＝
一
五
九
九
（
年
で
︑
筆
者
が
見
た
書
も
初
版
で
あ
る
︒

（
（（
（  
『
定
盦
先
生
年
譜
外
紀
』
二
巻
は
︑
龔
自
珍
（
一
七
九
二
～
一
八
四
一
（
の
年
譜
で
︑
娟
鏡
樓
叢
刻
は
一
九
一
五
（
民
国
四
（
年
刊
︒
筆

者
は
留
学
中
︑
龔
自
珍
に
つ
い
て
研
究
し
た
︒『
北
平
日
記
』
三
五
頁
の
注
（
（（
（︑
一
七
四
頁
の
注
（
（（
（︑
二
〇
九
頁
の
注
（
（（（
（
参
照
︒

（
（（
（  

『
日
本
都
市
大
観
―
附
満
洲
国
都
市
大
観
（
昭
和
十
一
年
版
（』（
大
阪
毎
日
新
聞
社
︑
一
九
三
六
年
（
の
奉
天
市
の
項
を
見
る
と
︑
料

理
店
の
欄
に
「
洞
庭
春
」
を
︑
主
要
旅
館
欄
に
「
丸
中
ホ
テ
ル
」
を
挙
げ
る
（
九
六
一
頁
（︒
一
方
︑
一
九
二
九
年
刊
『
南
満
洲
鉄
道
旅
行

案
内
』（
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
に
は
記
載
が
な
く
︑
比
較
的
新
し
い
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
里
見
弴
は
志
賀
直
哉
と
と
も
満

洲
を
旅
し
奉
天
を
訪
れ
た
際
︑
洞
庭
春
で
会
食
し
「
久
振
り
で
︑
支
那
料
理
も
ま
た
う
ま
い
」
と
綴
っ
て
い
る
（
里
見
弴
『
満
支
一
見
』

（
春
陽
堂
︑
一
九
三
一
年
︑
六
二
頁
︑
一
九
三
〇
年
一
月
九
日
（︒

（
（（
（  

満
鉄
奉
天
図
書
館
は
︑
一
九
一
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
奉
天
図
書
閲
覧
場
に
始
ま
る
︒
一
九
二
〇
年
四
月
に
奉
天
図
書
館
と
し
て
満
鉄
本

社
地
方
部
直
属
の
参
考
図
書
館
と
な
り
︑
一
九
二
二
年
に
正
式
に
開
館
し
た
︒
住
所
は
奉
天
市
萩
町
三
番
地
︒
開
館
後
︑
満
洲
関
係
資
料

を
中
心
に
積
極
的
な
蒐
集
活
動
が
行
わ
れ
︑
大
連
に
次
ぐ
規
模
の
図
書
館
と
な
っ
た
︒
一
九
三
五
年
二
月
よ
り
『
収
書
月
報
』
を
発
行
（
～

一
九
四
三
年
九
月
（︒
戦
後
︑
蔵
書
は
瀋
陽
市
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
︒

（
（0
（  

植
野
武
雄
（
一
八
九
七
～
一
九
四
九
（
は
︑
愛
知
県
生
ま
れ
︑
号
は
竹
城
︒
陸
軍
中
将
植
野
徳
太
郎
の
長
男
︒
一
九
二
〇
年
二
月
︑
東
京

帝
国
大
学
支
那
文
学
科
選
科
修
了
︒
明
治
学
院
中
学
部
︑
東
亜
同
文
書
院
図
書
館
な
ど
を
経
て
︑
一
九
二
六
年
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
助

手
と
な
る
︒
一
九
二
九
年
四
月
︑
満
鉄
大
連
図
書
館
司
書
︒
翌
年
奉
天
図
書
館
に
移
り
︑
漢
籍
整
理
を
担
当
し
た
︒
一
九
四
三
年
漢
籍
類
の

移
送
に
伴
い
︑
大
連
図
書
館
に
転
任
し
た
︒
戦
後
は
︑
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
接
収
に
立
会
い
︑
一
九
四
七
年
二
月
に
帰
国
し
︑
関
西
大
学
講
師

を
つ
と
め
た
︒
著
書
に
『
満
洲
地
方
志
考
』︑『
満
支
典
籍
攷
』
な
ど
が
あ
る
︒
吾
妻
重
二
「
植
野
武
雄
と
そ
の
東
洋
学
―
附
・
著
述
目

録
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
一
輯
︑
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
︑
二
〇
一
八
年
四
月
︑
一
五
～
五
二
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

園
田
一
亀
（
一
八
九
四
～
一
九
六
二
（
は
︑
熊
本
県
出
身
︒
病
気
の
た
め
東
京
物
理
学
校
を
中
退
後
︑
満
洲
に
渡
る
︒
一
九
一
六
年
奉

天
新
聞
社
︑
一
九
二
五
年
盛
京
新
聞
社
を
経
て
︑
一
九
三
三
年
四
月
南
満
洲
鉄
道
に
入
社
し
た
︒
内
藤
湖
南
に
指
導
を
受
け
︑『
韃
靼
漂
流

記
研
究
』（
満
鉄
奉
天
図
書
館
叢
書
第
二
冊
︑
一
九
三
二
年
（
を
発
表
︑
研
究
成
果
十
二
篇
を
同
叢
書
︑
満
洲
学
叢
刊
で
報
告
し
た
︒
一
九
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三
八
～
四
二
年
は
東
京
で
研
究
し
︑『
明
代
建
州
女
直
史
研
究
』
を
東
洋
文
庫
に
提
出
し
た
（
の
ち
東
洋
文
庫
論
叢
と
し
て
刊
行
（︒
そ
の

後
奉
天
に
戻
り
︑
奉
天
市
立
図
書
館
長
な
ど
を
つ
と
め
た
︒
一
九
四
九
年
に
東
洋
文
庫
司
書
と
な
り
︑
一
九
五
六
年
七
月
京
都
大
学
よ
り

文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
︒
園
田
一
亀
『
韃
靼
漂
流
記
』
東
洋
文
庫
五
三
九
（
平
凡
社
︑
一
九
九
一
年
（︑『
東
洋
文
庫
八
十
年
史
』（
東
洋

文
庫
︑
二
〇
〇
七
年
（
参
照
︒

（
（（
（  

『
絵
図
風
流
天
子
伝
』
四
十
回
︒
底
本
は
『
新
鐫
全
像
通
俗
演
義
隋
煬
帝
艶
史
』（
通
称
『
煬
帝
艶
史
』︑『
隋
煬
帝
艶
史
』（
八
巻
四
十

回
︑
明
人
瑞
堂
刊
︑
作
者
未
詳
︑
斉
東
野
人
編
演
︑
不
経
先
生
批
評
で
︑
挿
図
が
精
巧
と
さ
れ
る
︒
煬
帝
を
酒
色
に
耽
り
つ
つ
大
事
業
を

成
し
遂
げ
た
人
物
と
し
て
批
判
的
に
生
涯
を
描
く
︒
筆
者
が
見
た
も
の
と
同
じ
石
印
本
は
︑
湖
南
図
書
館
︑
紹
興
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
︒
河
野
真
人
「『
隋
煬
帝
艶
史
』
に
於
け
る
『
隋
遺
録
』『
海
山
記
』『
開
河
記
』『
迷
楼
記
』
の
襲
用
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学

論
集
』
第
二
八
輯
︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
︑
一
九
九
九
年
︑
五
一
～
六
七
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

宝
巻
は
︑
講
唱
文
学
に
属
す
る
通
俗
な
語
り
物
︒
唐
代
の
「
俗
講
」︑
宋
代
の
「
説
経
」
の
流
れ
を
引
く
︒
韻
文
の
間
に
散
文
を
挟
む
構

成
が
多
い
︒
内
容
は
︑
仏
典
や
仏
教
説
話
に
取
材
し
た
も
の
︑
道
教
や
民
間
説
話
を
潤
色
し
た
も
の
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
︒
古
い
テ

キ
ス
ト
は
現
存
せ
ず
︑
ほ
ぼ
清
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
︒
一
九
二
七
年
鄭
振
鐸
が
「
仏
曲
叙
録
」（『
中
国
文
学
研
究
（
下
（
小
説
月
報
第

十
七
巻
号
外
』︑
商
務
印
書
館
︑
一
九
二
七
年
（
で
紹
介
し
︑
学
界
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒
筆
者
が
閲
覧
し
た
宝
巻
は
︑

鄭
振
鐸
論
文
に
著
録
さ
れ
て
い
る
（『
賢
孝
宝
巻
』『
黄
梅
宝
巻
』『
消
災
宝
巻
』『
白
氏
宝
巻
』
は
別
系
統
と
思
わ
れ
る
書
を
著
録
（︒
鄭
論

文
所
載
書
名
を
日
記
記
載
順
に
示
す
（
○
囲
み
数
字
＝
掲
載
頁
（︒『
現
世
宝
巻
』
⑮
︑『
魚
籃
宝
巻
』
④
︑『
趙
氏
賢
孝
宝
巻
』
⑩
『
楊
公

宝
巻
』
⑯
︑『
秀
女
宝
巻
』
⑭
︑『
如
如
宝
巻
』
⑧
︑『
孟
姜
仙
女
宝
巻
』
⑤
︑『
五
祖
黄
梅
宝
巻
』
⑧
︑『
真
修
宝
巻
』
⑯
︑『
消
災
延
寿
閻

王
経
』
⑥
︒『
藍
関
宝
巻
』
⑫
︑『
白
蛇
宝
巻
』
⑫
︒
澤
田
瑞
穂
『
宝
巻
の
研
究
（
増
補
（』（
国
書
刊
行
会
︑
一
九
七
五
年
（
参
照
︒

（
（（
（  

正
題
等
は
順
に
以
下
の
と
お
り
︒（
清
（
闕
名
撰
『
雲
鍾
雁
三
鬧
太
平
荘
全
伝
』
五
十
四
回
︑（
清
（
李
漁
撰
『
合
錦
廻
文
伝
』
十
六
巻

不
分
回
︑（
清
（
張
純
照
撰
『
遺
珠
貫
索
』
八
巻
︑（
清
（
闕
名
撰
『
五
虎
平
西
前
伝
』
十
四
巻
一
百
二
十
回
︑（
清
（
闕
名
撰
『
五
虎
平
南

後
伝
』
六
巻
四
十
二
回
︑（
清
（
呂
熊
撰
『
女
仙
外
史
』
一
百
回
︑（
明
（
羅
漢
中
撰
『
漢
宋
奇
書
（
即
英
雄
譜
（』
六
十
巻
︑（
清
（
素
庵

主
人
編
『
錦
香
亭
』
四
巻
十
六
回
︒
孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
　
外
二
種
』
孫
楷
第
文
集
（
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
八
年
（
参
照
︒

（
（（
（  

（
清
（
鴛
湖
逸
史
撰
『
繡
像
文
武
香
球
』
十
二
巻
七
十
二
回
︒

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
）
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（
（（
（  

（
清
（
湯
世
瀠
撰
『
絵
図
後
西
廂
記
』
四
巻
︑（
清
（
湯
世
瀠
填
詞
︑（
清
（
胡
来
照
評
点
︒

（
（（
（  

陸
保
璿
『
満
清
稗
史
』
十
六
種
二
十
五
巻
︑
付
二
種
三
巻
︑
上
海
新
中
国
書
局
︑
一
九
一
三
年
刊
の
排
印
本
︒『
満
清
興
亡
記
』︑『
貪
官

汚
吏
伝
』
な
ど
十
八
種
の
在
野
の
伝
を
集
め
た
も
の
︒

（
（（
（  
（
清
（
梁
恭
辰
撰
『
勧
戒
録
』︑
同
『
勧
戒
近
録
』
六
巻
︑
同
『
勧
戒
続
録
』
六
巻
︑
同
『
勧
戒
三
録
』
六
巻
︒

（
（（
（  

（
明
（
李
紹
文
撰
『
皇
明
世
説
新
語
』
八
巻
︒（
南
朝
宋
（
劉
義
慶
撰
『
世
説
新
語
』
に
倣
っ
て
︑
徳
行
︑
言
語
︑
文
学
な
ど
三
十
六
門

に
分
け
て
編
ま
れ
た
逸
話
集
︒
朝
鮮
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
有
す
る
︒

（
（0
（  

（
清
（
王
太
岳
・
曹
錫
宝
撰
『
欽
定
四
庫
全
書
考
証
』
百
巻
︑
乾
隆
四
十
七
（
一
七
八
二
（
年
勅
撰
︒
同
光
十
（
一
八
七
一
（
年
に
修
訂

し
た
︒
四
庫
全
書
に
収
録
さ
れ
る
三
千
五
百
余
種
の
う
ち
︑
約
一
千
種
の
書
籍
に
つ
い
て
考
証
し
た
も
の
︒
台
湾
の
商
務
印
書
館
︑
北
京

の
書
目
文
献
出
版
社
な
ど
か
ら
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（  

金
毓
黻
撰
『
四
庫
全
書
原
本
提
要
』（
遼
海
書
社
︑
一
九
三
五
年
（
は
︑
現
在
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
︒
別
に
『
文
溯
閣
四
庫

全
書
提
要
』（
遼
海
書
社
︑
一
九
三
五
年
︒
二
〇
一
四
年
に
中
華
書
局
影
印
（
が
あ
る
︒
著
者
の
金
毓
黻
（
一
八
八
七
～
一
九
六
二
（
は
︑

字
静
庵
︑
号
静
晤
︑
遼
寧
省
遼
陽
の
人
で
漢
軍
旗
人
の
家
系
に
属
す
る
︒
一
九
一
六
年
北
京
大
学
文
科
卒
業
︒
奉
天
省
立
第
一
中
学
教
員

か
ら
遼
寧
省
政
府
に
入
り
︑
省
政
府
委
員
兼
教
育
庁
長
官
と
な
る
︒
満
洲
事
変
に
よ
り
軟
禁
さ
れ
︑
数
年
間
満
洲
国
に
出
仕
す
る
︒
日
本

で
の
文
献
調
査
を
機
に
中
国
本
土
に
亡
命
し
た
︒
戦
後
は
北
京
大
学
教
授
・
中
国
科
学
院
研
究
員
と
な
っ
た
︒
著
書
に
『
渤
海
国
志
長
編
』︑

『
中
国
史
学
史
』︑『
宋
遼
金
史
』
な
ど
の
ほ
か
一
九
二
〇
年
か
ら
四
十
年
間
の
『
静
晤
室
日
記
』（
遼
瀋
書
社
︑
一
九
九
三
年
︑
整
理
校
点
（

が
あ
る
︒
吾
妻
重
二
「
内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て
―
附
＝
長
澤
文
庫
所
蔵
の
文
瀾
閣
四
庫
全
書
」（『
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
二
輯
︑
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
︑
二
〇
一
九
年
四
月
︑
一
五
～
四
〇
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

衛
藤
利
夫
（
一
八
八
三
～
一
九
五
三
（
は
︑
熊
本
県
出
身
︑
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
選
科
卒
業
︒
一
九
一
五
年
︑
東
京
帝
国
大
学
図

書
館
司
書
と
な
る
︒
一
九
一
九
年
︑
満
鉄
大
連
図
書
館
に
入
り
︑
翌
年
奉
天
へ
移
っ
て
図
書
館
新
設
に
参
画
し
た
︒
一
九
二
二
年
開
館
に

伴
い
初
代
館
長
に
就
任
し
︑
積
極
的
に
活
動
し
た
と
い
う
︒
一
九
四
二
年
に
退
職
し
て
帰
国
し
︑
一
九
四
六
年
よ
り
三
年
間
︑
日
本
図
書

館
協
会
理
事
長
を
つ
と
め
た
︒
翻
訳
に
『
長
崎
よ
り
江
戸
ま
で
』︑『
露
国
十
六
文
豪
集
』
な
ど
︑
著
書
に
『
図
書
分
類
ノ
論
理
的
原
則
』︑

『
乾
隆
御
製
「
盛
京
賦
」
に
就
い
て
』︑『
韃
靼
』
な
ど
が
あ
る
︒
第
四
代
亜
細
亜
大
学
学
長
な
ど
を
つ
と
め
た
国
際
政
治
学
者
の
衞
藤
瀋
吉

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号
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（
一
九
二
三
～
二
〇
〇
七
（
は
四
男
︒
岡
村
敬
二
『
遺
さ
れ
た
蔵
書
―
満
鉄
図
書
館
・
海
外
日
本
図
書
館
の
歴
史
』（
阿
吽
社
︑
一
九
九

四
年
（︑
小
黒
浩
司
『
図
書
館
を
め
ぐ
る
日
中
の
近
代
　
友
好
と
対
立
の
は
ざ
ま
で
』（
青
弓
社
︑
二
〇
一
六
年
（
参
照
︒

（
（（
（  
瀧
沢
俊
亮
（
一
八
九
四
～
一
九
七
九
（
は
︑『
北
平
日
記
』
一
九
三
頁
︑
注
（
（（
（
参
照
︒

（
（（
（  
松
井
秀
吉
（
生
年
未
詳
（
は
︑
福
岡
高
等
学
校
を
経
て
一
九
三
〇
年
に
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
を
卒
業
し
た
（
筆
者
の
一
年
後
輩
（︒

奉
天
第
一
中
学
校
教
諭
と
な
り
︑
一
九
三
六
年
夏
よ
り
約
一
年
間
北
京
に
留
学
し
た
︒『
玉
台
新
詠
』
の
全
訳
を
企
画
し
て
い
た
が
︑
一
九

三
七
年
十
一
月
︑
大
連
駅
で
事
故
の
た
め
亡
く
な
っ
た
︒『
中
国
文
学
月
報
』
第
十
四
︑
十
六
号
（
中
国
文
学
研
究
会
︑
一
九
三
六
年
四
︑

六
月
（︑
松
枝
茂
夫
「
訳
者
あ
と
が
き
」『
周
作
人
随
筆
集
』（
改
造
社
︑
一
九
三
八
年
（︑
伊
藤
漱
平
「
塩
谷
温
博
士
の
書
き
入
れ
本
『
中

国
小
説
史
略
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
伊
東
漱
平
著
作
集
』
第
五
巻
︑
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
〇
年
︑
八
五
～
一
一
六
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

イ
ン
ク
染
み
に
よ
り
判
読
不
能
︒
以
下
同
︒

（
（（
（  

筆
者
の
父
目
加
田
生
五
郎
は
陸
軍
中
佐
で
あ
っ
た
が
︑
筆
者
が
小
学
校
六
年
生
の
頃
に
亡
く
な
っ
た
︒「
父
」（『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第

八
巻
︑
龍
渓
書
舎
︑
一
九
八
六
年
︑
二
一
九
～
二
二
一
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

松
浦
嘉
三
郎
（
一
八
九
六
～
一
九
四
五
（
は
︑
大
阪
府
出
身
︒
一
九
二
〇
年
︑
京
都
帝
国
大
学
支
那
史
学
専
攻
卒
業
︒
京
都
東
山
中
学

の
教
員
を
経
て
︑
一
九
二
二
年
北
京
の
順
天
時
報
に
入
社
し
た
︒
一
九
二
九
年
︑
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
発
足
に
伴
い
研
究
員
と
な

る
︒
一
九
三
四
年
十
月
満
洲
国
へ
渡
り
︑
間
も
な
く
大
同
学
院
教
授
に
就
任
し
た
︒
高
田
時
雄
「
陶
湘
蔵
書
購
入
始
末
」（『
陶
湘
蔵
書
購

入
関
連
資
料
』
東
方
学
資
料
叢
刊
第
十
七
冊
︑
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
〇
年
︑
一

～
一
七
頁
（
参
照
︒

（
（（
（  

筆
者
が
北
京
留
学
中
︑
最
初
の
一
年
弱
下
宿
し
た
中
根
家
の
夫
人
︒
さ
き
の
留
学
中
親
し
か
っ
た
︒『
北
平
日
記
』
五
九
頁
の
注
（
（（
（

参
照
︒
太
々
に
つ
い
て
は
︑
同
六
〇
頁
の
注
（
（（
（
参
照
︒

（
（（
（  

水
高
は
︑
筆
者
の
母
校
旧
制
水
戸
高
等
学
校
︒
江
幡
寛
夫
（
生
没
年
未
詳
（
は
︑
茨
城
県
出
身
︑
東
京
帝
国
大
学
政
治
学
科
卒
業
︒
一

九
三
三
年
当
時
︑
満
洲
国
文
教
部
編
審
官
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
編
『
現
代
日
本
人
名
録
』
毎
日
年
鑑
昭
和
九
年
別
冊
参
照
（︒
翌
日
︑
筆
者

は
江
幡
宅
に
宿
泊
す
る
︒
筆
者
は
「
友
人
は
私
に
向
か
っ
て
『
今
こ
の
国
は
君
達
の
よ
う
な
自
由
主
義
者
が
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
︒
早

く
帰
っ
た
ほ
う
が
よ
い
』
と
い
っ
た
︒
そ
し
て
自
分
は
教
育
部
で
教
科
書
編
纂
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
が
︑『
ど
う
し
て
も
本
当
に
中
国
人

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
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を
理
解
す
る
に
は
農
村
に
入
っ
て
い
っ
し
ょ
に
生
活
せ
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
い
っ
て
や
が
て
吉
林
の
田
舎
に
引
き
籠
り
︑
終
戦
に
な
っ
て

ソ
連
人
に
殺
さ
れ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
目
加
田
誠
「
論
文
集
の
あ
と
に
」︑『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第
四
巻
︑
龍
溪
書
舎
︑
一
九
八
五

年
︑
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